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(57)【要約】
【課題】上顎と下顎の歯列の噛み合せ状態において、下
顎の切歯及び犬歯の矯正後の位置を保定することを可能
とする。
【解決手段】リテーナー４０は、矯正した歯列が矯正前
の状態に戻ることを防ぐために矯正後の歯列に装着して
保定するための固定式のリテーナーであって、装着する
患者の上顎の少なくとも切歯の裏側の凹部を埋めるよう
な形状に構成され、上顎の切歯の裏側に装着された際に
下顎の切歯の上部と面接触することにより、矯正後の下
顎の切歯の位置を保定するような構造を有している。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矯正した歯列が矯正前の状態に戻ることを防ぐために矯正後の歯列に装着して保定する
ためのリテーナーであって、
　装着する患者の上顎の少なくとも切歯の裏側の凹部を埋めるような形状に構成され、上
顎の切歯の裏側に装着された際に下顎の切歯の上部と面接触することにより、矯正後の下
顎の切歯の位置を保定するような構造を有するリテーナー。
【請求項２】
　装着する患者の上顎の切歯の裏側の凹部形状と、前記下顎の切歯の上部の形状とが型取
られた固形材料と、
　前記固形材料内に挿入されている金属製のワイヤーと、
　から構成された請求項１記載のリテーナー。
【請求項３】
　矯正した歯列が矯正前の状態に戻ることを防ぐために矯正後の歯列に装着して保定する
ためのリテーナーであって、
　装着する患者の上顎の切歯及び犬歯の裏側の凹部を埋めるような形状に構成され、上顎
の切歯及び犬歯の裏側に装着された際に下顎の切歯及び犬歯の上部と面接触することによ
り、矯正後の下顎の切歯及び犬歯の位置を保定するような構造を有するリテーナー。
【請求項４】
　装着する患者の上顎の切歯及び犬歯の裏側の凹部形状と、前記下顎の切歯及び犬歯の上
部の形状とが型取られた固形材料と、
　前記固形材料内に挿入されている金属製のワイヤーと、
　から構成された請求項３記載のリテーナー。
【請求項５】
　前記固形材料は、光硬化性の材料である請求項２又は４記載のリテーナー。
【請求項６】
　装着する患者の上顎の歯列模型と下顎の歯列模型を生成するステップと、
　生成された前記上顎の歯列模型と前記下顎の歯列模型を、咬合器を用いて理想的な噛み
合せ位置となるような位置関係で位置決めするステップと、
　位置決めされた前記上顎の歯列模型の少なくとも切歯の裏側の凹部形状と、前記下顎の
歯列模型の切歯の上部の形状とを、流動性を有する材料により型取るステップと、
　前記材料を硬化させることにより、装着する患者の上顎の少なくとも切歯の裏側の凹部
を埋めるような形状に構成され、上顎の切歯の裏側に装着された際に下顎の切歯の上部と
面接触することにより矯正後の下顎の切歯の位置を保定するような構造を有するリテーナ
ーを作成するステップと、
　を有するリテーナーの作成方法。
【請求項７】
　位置決めされた前記上顎の歯列模型の切歯の裏側の凹部形状と、前記下顎の歯列模型の
切歯の上部の形状とを、流動性を有する材料により型取るステップでは、
　金属製のワイヤーが前記材料内に挿入された状態で、位置決めされた前記上顎の歯列模
型の切歯の裏側の凹部形状と、前記下顎の歯列模型の切歯の上部の形状とを、流動性を有
する材料により型取る請求項６記載のリテーナーの作成方法。
【請求項８】
　前記材料が、光硬化性の材料である請求項６又は７記載のリテーナーの作成方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯列の矯正治療を行った後の後戻り防止のために用いられる歯科用のリテー
ナーに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　歯列の矯正治療においては、矯正装置を用いて歯を適正な位置に動かすことで矯正し、
治療後は矯正装置を取り外すことになる。そのため、矯正装置の取り外し後は、歯列の固
定状態が解除されることにより矯正した歯列が治療前の元の位置に戻る、いわゆるリラッ
プス（後戻り）現象が生じてしまう恐れがある。
【０００３】
　そのため、このようなリラップス現象を防ぎ、治療後の歯列状態を維持するために様々
な種類や形状の歯科用のリテーナー（歯列保定装置）が用いられている（例えば、特許文
献１～５参照）。
【０００４】
　このような歯科用のリテーナーには患者の歯から取り外し可能なものや取り外すことが
できない固定式のものがある。例えば、特許文献５には、患者の犬歯及び切歯の裏側にワ
イヤー等の金属細材を歯科用接着剤により固定するようにした固定式リテーナーが開示さ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１６－４７４６９号公報
【特許文献２】特許第３９４０１１８号公報
【特許文献３】特許第４４０３４８９号公報
【特許文献４】特許第５３６６１６２号公報
【特許文献５】特許第６１５２２９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記の特許文献５に開示されているリテーナーでは、患者の犬歯及び切歯の裏側に装着
されることにより外側から見た場合に目立つことなく矯正後の歯列の後戻りを防ぐことが
できる。
【０００７】
　しかし、正常な噛み合せの状態において、歯列の前面に位置する切歯及び犬歯は、下顎
側に比べて上顎側が前面（外側）に出ている。また、上顎の切歯及び犬歯は裏側が凹状と
なっているため、下顎側の切歯及び犬歯が上顎側の切歯及び犬歯に当接する際に、噛み合
せ部分に隙間が生じてしまう。
【０００８】
　その結果、従来のリテーナーを装着したとしても、上顎の裏側の凹部形状に沿って下顎
の切歯及び犬歯が動いてしまい、矯正治療後の理想的な歯列状態を維持することができな
い場合があった。
【０００９】
　また、上顎の切歯及び犬歯の裏側にワイヤーを固定するようなリテーナーを用いた場合
、下顎の切歯及び犬歯の上面がリテーナーに接触して、下顎の切歯及び犬歯に捻転力が加
わって矯正後の歯列が乱れてしまう場合もあった。
【００１０】
　本発明の目的は、上顎と下顎の歯列との噛み合せ状態において、下顎の切歯及び犬歯の
矯正後の位置を保定することが可能なリテーナーおよびその作成方法を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　［リテーナー］
　本発明は、矯正した歯列が矯正前の状態に戻ることを防ぐために矯正後の歯列に装着し
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て保定するためのリテーナーであって、
　装着する患者の上顎の少なくとも切歯の裏側の凹部を埋めるような形状に構成され、上
顎の切歯の裏側に装着された際に下顎の切歯の上部と面接触することにより、矯正後の下
顎の切歯の位置を保定するような構造を有するリテーナーである。
【００１２】
　また、本発明のリテーナーでは、装着する患者の上顎の切歯の裏側の凹部形状と、前記
下顎の切歯の上部の形状とが型取られた固形材料と、
　前記固形材料内に挿入されている金属製のワイヤーとから構成するようにしても良い。
【００１３】
　さらに、本発明の他のリテーナーは、矯正した歯列が矯正前の状態に戻ることを防ぐた
めに矯正後の歯列に装着して保定するためのリテーナーであって、
　装着する患者の上顎の切歯及び犬歯の裏側の凹部を埋めるような形状に構成され、上顎
の切歯及び犬歯の裏側に装着された際に下顎の切歯及び犬歯の上部と面接触することによ
り、矯正後の下顎の切歯及び犬歯の位置を保定するような構造を有する。
【００１４】
　また、本発明のリテーナーでは装着する患者の上顎の切歯及び犬歯の裏側の凹部形状と
、前記下顎の切歯及び犬歯の上部の形状とが型取られた固形材料と、
　前記固形材料内に挿入されている金属製のワイヤーとから構成するようにしても良い。
【００１５】
　さらに、前記固形材料を光硬化性の材料とするようにしても良い。
【００１６】
　［リテーナーの作成方法］
　また、本発明は、装着する患者の上顎の歯列模型と下顎の歯列模型を生成するステップ
と、
　生成された前記上顎の歯列模型と前記下顎の歯列模型を、咬合器を用いて理想的な噛み
合せ位置となるような位置関係で位置決めするステップと、
　位置決めされた前記上顎の歯列模型の少なくとも切歯の裏側の凹部形状と、前記下顎の
歯列模型の切歯の上部の形状とを、流動性を有する材料により型取るステップと、
　前記材料を硬化させることにより、装着する患者の上顎の少なくとも切歯の裏側の凹部
を埋めるような形状に構成され、上顎の切歯の裏側に装着された際に下顎の切歯の上部と
面接触することにより矯正後の下顎の切歯の位置を保定するような構造を有するリテーナ
ーを作成するステップと、を有するリテーナーの作成方法である。
【００１７】
　また、本発明では、位置決めされた前記上顎の歯列模型の切歯の裏側の凹部形状と、前
記下顎の歯列模型の切歯の上部の形状とを、流動性を有する材料により型取るステップに
おいて、
　金属製のワイヤーが前記材料内に挿入された状態で、位置決めされた前記上顎の歯列模
型の切歯の裏側の凹部形状と、前記下顎の歯列模型の切歯の上部の形状とを、流動性を有
する材料により型取るようにしても良い。
【００１８】
　さらに、前記固形材料を光硬化性の材料とするようにしても良い。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、上顎と下顎の歯列との噛み合せ状態において、下顎の切歯及び犬歯の
矯正後の位置を保定することが可能なリテーナーおよびその作成方法を提供することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態のリテーナーの作成方法を説明するためのフローチャートで
ある。
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【図２】上顎の歯列模型１０と下顎の歯列模型２０を咬合器３０に装着した状態を示す図
である。
【図３】上顎の歯列模型１０と下顎の歯列模型２０を咬合器３０に装着した状態を示す図
である。
【図４】コンポジットレジンに紫外線を照射して作成されたリテーナー４０の一例を示す
図である。
【図５】リテーナー４０が装着（接着、嵌着）された患者の上顎の歯列の様子を示す図で
ある。
【図６】本発明の一実施形態のリテーナー４０が患者の上顎の歯列５１に装着された場合
の装着状態を示す図である。
【図７】従来技術のリテーナー１００が患者の上顎の歯列５１に装着された場合の装着状
態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００２２】
　図１は本発明の一実施形態のリテーナーの作成方法を説明するためのフローチャートで
ある。本実施形態のリテーナーは、矯正した歯列が矯正前の状態に戻ることを防ぐために
矯正後の歯列に装着して保定するための固定式のリテーナー（歯列保定装置）である。
【００２３】
　本実施形態のリテーナーを作成する際には、先ずリテーナーを装着する患者の上顎の歯
列模型と下顎の歯列模型を生成する（ステップＳ１０１）。
【００２４】
　次に、生成した上顎の歯列模型と下顎の歯列模型を咬合器に装着して、生成された上顎
の歯列模型と下顎の歯列模型を、咬合器を用いて理想的な噛み合せ位置となるような位置
関係で位置決めする（ステップＳ１０２）。
【００２５】
　具体的には、図２、図３に示すように、上顎の歯列模型１０と下顎の歯列模型２０を咬
合器３０に装着して、中心位（ＣＲ：Centric Relation）、または中心咬合位（ＣＯ：Ce
ntric occlusion）となるような噛み合せ位置となるような位置合わせを行う。
【００２６】
　そして、このように理想的な位置関係の噛み合せ位置に位置決めされた上顎の歯列模型
１０の少なくとも切歯の裏側の凹部形状と、下顎の歯列模型２０の切歯の上部の形状とを
、コンポジットレジンにより型取る（ステップＳ１０３）。その際に、金属製のワイヤー
がコンポジットレジン内に挿入された状態で、位置決めされた上顎の歯列模型１０の切歯
の裏側の凹部形状と、下顎の歯列模型２０の切歯の上部の形状とが、コンポジットレジン
により型取られる。
【００２７】
　ここで、コンポジットレジンとは、光硬化性の材料であり、硬化前は流動性を有する材
料であるが紫外線を照射することにより硬化して固形材料となるような材料である。
【００２８】
　次に、このコンポジットレジンに紫外線を照射することにより硬化させることによりリ
テーナーが作成される（ステップＳ１０４）。紫外線を照射して作成されたリテーナー４
０の例を図４に示す。図４（Ａ）では、コンポジットレジンに紫外線を照射した直後のリ
テーナー４０の状態を示し、図４（Ｂ）では、上顎の歯列模型１０と下顎の歯列模型２０
を離した際のリテーナー４０の状態を示している。図４（Ｂ）において硬化したコンポジ
ットレジン内に挿入されている金属線のワイヤーは点線により示されている。
【００２９】
　図４（Ｂ）を参照すると分かるように、作成されたリテーナー４０には、下顎の歯列模
型２０の切歯の上部の形状と合致するような窪みが形成されているのが分かる。
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【００３０】
　そして、このようにして作成されたリテーナー４０は、上顎の歯列模型１０から外され
た後、患者の上顎の切歯の裏側に歯科用接着剤により装着される（ステップＳ１０５）。
なお、この歯科用接着剤としてコンポジットレジンが使用される場合もある。
【００３１】
　このようにしてリテーナー４０が装着（接着、嵌着）された患者の上顎の歯列の様子を
図５に示す。
【００３２】
　図５では、患者の上顎の切歯４本の裏側にリテーナー４０が装着された様子が示されて
いる。このリテーナー４０には、患者の下顎の切歯の上部を保持するような窪みが設けら
れており、患者が口を閉じた状態では、下顎の切歯を面接触にて保定するような構造とな
っている。また、リテーナー４０は、患者の上顎の切歯の裏側の凹部を埋めるような形状
となっている。
【００３３】
　つまり、本実施形態のリテーナー４０は、装着する患者の上顎の少なくとも切歯の裏側
の凹部を埋めるような形状に構成され、上顎の切歯の裏側に装着された際に下顎の切歯の
上部と面接触することにより、矯正後の下顎の切歯の位置を保定するような構造を有して
いるのが分かる。
【００３４】
　そして、本実施形態のリテーナー４０の具体的な構造としては、装着する患者の上顎の
切歯の裏側の凹部形状と、下顎の切歯の上部の形状とが型取られた固形材料４１と、固形
材料４１内に挿入されている金属製のワイヤー４２とから構成されている。この固定材料
４１は、上記で説明したように硬化したコンポジットレジンである。
【００３５】
　次に、本実施形態のリテーナー４０と従来技術によるリテーナーとの差異について図６
、図７を参照して説明する。
【００３６】
　先ず、本実施形態のリテーナー４０が患者の上顎の歯列５１に装着された場合の装着状
態を図６に示す。図６（Ａ）では、患者の上顎の歯列５１の切歯の裏側にリテーナー４０
が装着された様子が示されている。そして、リテーナー４０は上顎の歯列５１の４本の切
歯の裏側の凹部を覆って埋めるような形状となっていて、さらに下顎の歯列５２の上部と
面接触するような窪みが設けられた形状となっている。
【００３７】
　そのため、図６（Ｂ）に示すように患者が口を閉じた状態において、リテーナー４０と
下顎の歯列５２における切歯の上部とは面接触して、下顎の切歯には均等な力がかかるこ
とになる。
【００３８】
　その結果、図６（Ｃ）に示すように、患者がリテーナー４０を長期間装着した場合でも
、下顎の切歯の矯正後の位置は保持され、矯正後の歯列の状態が維持されることになる。
【００３９】
　なお、本実施形態のリテーナー４０は、上顎の切歯の裏側にのみ装着されていて、下顎
の切歯には何も装着されていない。しかし、上顎の切歯の裏側に装着されたリテーナー４
０により下顎の切歯の位置も保定されることになる。
【００４０】
　次に、上記で説明した特許文献５に記載されているような従来技術のリテーナー１００
の装着状態について図７を参照して説明する。
【００４１】
　図７（Ａ）は、従来技術によるリテーナー１００を患者の上顎の歯列５１の切歯の裏側
に装着した場合を示している。従来技術によるリテーナー１００は、患者の上顎の切歯の
裏側の凹部を埋めるような構造とはなっておらず、また下顎の歯列５２の切歯の上部と面
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接触するような構造とはなっていない。
【００４２】
　この従来技術によるリテーナー１００は、患者の歯列に金属線のワイヤー等を歯科用接
着剤で固定することにより構成されているため、当然ながら下顎の切歯の形状等は考慮さ
れていない。
【００４３】
　そのため、図７（Ｂ）に示すように、患者が口を閉じることにより、下顎の歯列５２の
切歯がリテーナー１００と接触する際には、リテーナー１００の一部とランダムに接触す
ることになり、下顎の歯列５２の切歯にはそれぞれ上側方向に押される力や下側方向に押
される力がばらばらに加わることになる。
【００４４】
　その結果、図７（Ｃ）に示すように、従来技術によるリテーナー１００を長期間装着し
た場合、下顎の切歯や犬歯に捻転力が働いてしまい、矯正後の歯列が乱れることになる。
【００４５】
　[変形例]
　上記実施形態では、上顎の４本の切歯の裏側にリテーナーを装着する場合を用いて説明
したが、本発明はこれに限定されるものではなく、上顎の少なくとも切歯の裏側にリテー
ナーを装着する場合、例えば、上顎の切歯及び犬歯、又は、切歯、犬歯及び小臼歯の裏側
にリテーナーを装着する場合でも同様に本発明を適用することができるものである。切歯
や犬歯の抜歯をした場合に、小臼歯を犬歯の位置に移動させ犬歯の代理として用いたり、
固定源の強化のために小臼歯までも固定したりすることがあるからである。
【００４６】
　さらに、上記実施形態では、リテーナーを、コンポジットレジンを硬化させることによ
り作成する場合を用いて説明したが本発明はこのような場合に限定されるものではない。
本発明は、コンポジットレジン以外の光硬化性材料だけでなく、セラミック材料や金属材
料等を用いてリテーナーを作成する場合でも同様に適用することができるものである。
【符号の説明】
【００４７】
　　１０　　上顎の歯列模型
　　２０　　下顎の歯列模型
　　３０　　咬合器
　　４０　　リテーナー
　　４１　　固形材料
　　４２　　金属製のワイヤー
　　５１　　上顎の歯列
　　５２　　下顎の歯列
　１００　　リテーナー
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